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＜病棟連絡事項＞
・特記事項無し。
＜患者様連絡事項＞
・松森　英作様～10：30、南病棟Aユニットへ転出。
・澤口　利香様～臨時薬は同内容で7日分継続処方。（11/14～）

・袴田　将志様～レボトミン(25) 1T,トリアゾラム(0.125) 1T　10回分処方。
・飯田　修子様～ピコスルファートNa　2本処方。
・木村　美智子様～主治医へ、昨日の準夜帯で左大腿部～臀部の内出血発見とレントゲン指示を受けている事について報告。安静にて経過観察の指示。

＜隔離・拘束患者様状態報告＞
・袴田　将志様～終日隔離中。午前・午後2時間ずつの開放観察開始実施。ホールに出てCDを聴いて過ごす。隠れ飲水行動はない。入室にも拒否なく応じているが、やや眼光の鋭さ見られる。引き続き精神症状を観察し、早期の処遇改善できるよう看護介入を行っていく。

・宮崎　宏之様～終日隔離中。午前・午後1時間の開放観察実施。開放後も臥床して過ごし不穏さはない。自傷行為や危険行為なし。引き続き早期の処遇改善を目指し、看護介入・観察を行っていく。
・澤口　利香様～終日隔離中。各食不食し凍らせていたヨーグルト、補食を摂取。余暇時は私物整理行っており、衝動行為なく対面時穏やか。引き続き早期の処遇改善を目指し、看護介入・観察を行っていく。
・中島　智恵子様～身体拘束中。拘束部位の循環障害無し。各バイタルサインの異常無いが、閉眼し活気のなさ見られている。経管栄養滴下トラブルなし。引き続き早期の処遇改善を目指し、看護介入・観察を行っていく。
＜要注目患者様情報＞
・藪　真弓様～整容や日課を淡々と行い衝動行為なし。作業中痙攣発作あり、特定男性患者様への不満訴え、帰棟後はBユニットで過ごす。不穏さなく気の合う他患者様と交流見られている。
・寺地　徳和様～腹部膨満著明。トイレに歩いて自分で行っているが、オムツ内に失禁している。各バイタルサイン異常無し。活気なく臥床している。朝昼とも食事は数口のみ摂取。
・佐藤　ミツ子様～各食拒食。内服粉砕しているが一部吐薬あり。指示の点滴施行。暴言はない。トラブルなく点滴終了している。
・田中　セツ様　～各食全量摂取。帰宅要求や不穏さなし。幻視様の発言なく対面時も落ち着いている。
・中村　留理子様～発熱や味覚異常なし。食事は服薬も問題なし。
・高山　勘吉様～トイレ籠りあるが、危険行為はない。声掛けに対し疎通は良好である。
＜安ヶ平Dr.診察情報＞
・河原木　泰志様～定期薬処方変更無し。
・藤井　崇史様～定期薬処方変更無し。不穏時継続指示レボトミン(25)1T 10回分処方。
・寺地　徳和様～定期薬処方変更無し。
・和田　昌様～定期薬処方変更無し。
